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第８３５回 教育委員会定例会 

 

招集年月日 平成２９年８月２８日（月）１０時００分～ 

 

招 集 場 所 市民学習センター研修室２０２ 

 

議 事 日 程 

  第１ 会議録の承認 

 

  第２ 教育長報告 

 

  第３ 議題 

     報第３４号 企画展「石見の戦国武将」の関連行事等について 

     報第３５号 地域自治組織に係る方針（案）について 

     報第３６号 学校給食における食物アレルギー対応マニュアルの改訂につ

いて 

     報第３７号 平成２９年度全国学力・学習状況調査結果について【非公開】 

     報第３８号 益田市立西南中学校の統合同意について 

 

  第４ その他 

   (1) 情報提供 

    ・学校給食の実施状況について 

    ・学び舎ますだ夏休み特別プログラムの総括について 

    ・豊田公民館の盗難被害について 

   (2) その他 
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出 席 者 

 

  教育委員会   教 育 長   柳 井 秀 雄 

          教 育 委 員   舟 橋 道 恵 

          教 育 委 員   水 上 芳 枝 

          教 育 委 員   渡 辺   隆 

          教 育 委 員   中 野   純 

 

  事務局職員   教 育 部 長   藤 井 寿 朗 

          ひとづくり推進監   大 畑 伸 幸 

          教 育 総 務 課 長   山 本 裕 士 

          学校再編・整備推進室長   田 原 啓 文 

          学 校 教 育 課 長   武 内   白 

          学校教育課参事   城 市 博 明 

          人権・同和教育推進室長   田 中   智 

          文 化 財 課 長   木 原   光 

          美 都 分 室 長   吉 野 聡 子 

          匹 見 分 室 長   藤 井 文 江 

          教育総務課長補佐   斎 藤 一 臣 

          教育総務課主事   岩 本 純 平 
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柳井教育長  それでは、ただいまから第８３５回定例教育委員会を開催いたします。

始める前に一言お断りを申し上げます。今日から９月議会が９月２２日

までの２６日間で行われます。本日の議会は、実はまだ終わっていませ

んで、今現在閉会しております。というのも、予定よりかなり進行が遅

れておりまして、大変遅くまでかかるということは間違いないようです。

この定例教育委員会も今後日にちが取れませんので、やはり今日どうし

てもやっておかなければいけませんので、今閉会している間に進めたい

と思います。 

 なお、私と部長、そして大畑推進監は議会のほうに出席しなければい

けませんので、もしかすると途中退席になるかと思います。そのときは、

職務代理のほうで進行を進めていっていただいて、審議していただくと

いうことで、よろしくお願いいたします。 

 

第１ 会議録の承認 

柳井教育長  会議録の承認につきましては、先ほど承認いただきました。 

 

第２ 教育長報告 

柳井教育長  続いて、教育長報告ですが、議案の２ページ、３ページをご覧いただ

きたいと思います。先般の臨時教育委員会では、道徳の教科書採択とい

うことで、大変お世話になりました。それ以外にもいろいろとあったわ

けですが、８月１日、２日に益田氏城館遺跡群整備検討委員会が始まり

ました。今年度は２回を予定しております。 

 １６日には、益田市スポーツ・文化顕彰表彰式ということで、ご存じ

かと思いますが、益田高校を卒業されました福光和さん、この方は今慶

応大学の１年生なんですが、科学の国際コンテストで２等に当たります

優秀賞を頂きました。１，７００人以上の方の中で、２番目の賞を頂い

ております。そういうことで、高校時代から頑張っておりました、蚕の

繭が餌によって着色されるという研究について評価されております。 

 それから、秦佐八郎の没後８０周年に来年が当たりますので、今年度

実行委員会を立ち上げまして、先般、第１回の会議が開かれました。市

長が実行委員長になって、進めてまいります。以上のところで、何か皆

様方からご質問等ありましたらお願いいたします。よろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

第３ 議題 

○報第３４号 企画展「石見の戦国武将」の関連行事等について 

柳井教育長  それでは議題に移りたいと思います。報第３４号、企画展「石見の戦

国武将」の関連行事等について説明をお願いいたします。 



 4 

木原課長   本日、お手元にパンフレットをお配りしております。盆前にようやく

出来上がったものですが、表紙につきましては、県の石見美術館が所蔵

しております益田家２０代の元祥像がメインに載せられています。その

バックには、益田家をはじめ、全国各地の戦国武将家の家紋が並んでお

ります。中身は見開きとなっておりまして、３部構成の展示のテーマと、

それぞれのコーナーの是非ともこれはというもの、複数ではございます

が、一押しの史料が写真で掲載されています。 

 関連行事につきましては、裏表紙に記載をしております。この中で、

益田市が主に担当しますのは、左欄の部分、岸田裕之広島大学名誉教授

による講演会「石見国衆連合と大名たちの室町戦国時代史」、それから、

東京大学史料編纂所で益田家文書の研究を現在もなお担当しておられま

す久留島典子東京大学副学長の講演会「益田家文書研究の可能性」、そ

れから、一昨年のことですけども、中学校の社会の先生方に中世の益田

を題材とした授業案を検討していただくというワークショップを行いま

して、その実践を行われました六日市中学校の山本悦生先生にグラント

ワの講義室にお出でいただいて、その授業の再現をしていただくという

ことを行います。それから、その下にあります「石見の歴史講座」、こ

れは島根県古代文化センターと益田市歴史文化研究センターとで講師を

交代しながら中世の石見を紹介するものです。 

 それから、中央の部分はグラントワが主に担当される関連プログラム

ですけども、右の欄、「その他の関連事業」としまして、これは益田市

が担当するものですけども、歴史民俗資料館では人気イベントになって

おります「街角ウォーク」に位置づけて、９月と１０月に「山城を歩こ

う」ということで予定されております。また、１１月５日には、都茂鉱

山の閉山３０周年を記念しまして、ふれあいホールみとで鉱山に関する

講演会を行いますけども、これは社会教育課の「わたしたちのまち発見

事業」に位置づけて、共同で開催するものです。それから、歴史民俗資

料館、雪舟の郷記念館でもそれぞれ中世益田に関する関連史料を展示す

る企画展を併せて行うことにしております。 

 それから、説明資料のほうで紹介をしておりますけども、益田地区の

実行委員会によります「歴史探訪ウォーキング」をこれに併せて行って

いただきます。さらに、観光ガイドの会にも協力をいただいて、企画展

をご覧になって、それでは是非医光寺や万福寺等へ行ってみたいという

方々のために、これは限られた日にはなりますけども、待機をしていた

だいて、ガイドに対応していただくというご協力をいただいております。 

 それから、平成２７年から２８年にかけて山陰中央新報の紙面に「中

世益田ものがたり」という中世益田の最新の情報も含めて分かりやすく

連載をするというものを、全４５回にわたって連載しておりましたけれ
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ども、これを書籍化して、この期に併せて販売しようということで、そ

の準備を今進めているところです。 

柳井教育長  以上説明がありましたが、教育委員会と観光交流課が一体となって取

り組んでいる企画展です。グラントワが中心になって行われるわけです

が、非常に力を入れておりまして、たくさんの来場をお願いしておりま

す。是非教育委員の皆様方も呼びかけていただいたりとか、出かけてい

ただけたら喜びます。それでは、何かこの件につきましてお聞きになり

たいことがありましたらお願いいたします。 

中野委員   「石見の戦国武将」の企画展ということで、非常に力を入れてらっし

ゃるということは重々承知しました。今回を機に市内の小中学生の皆さ

んに足を運んでいただくとか、そういった仕掛けづくりなどは今考えて

おられるんでしょうか。 

柳井教育長  まず、私のほうでは、各学校の校長先生方に電話で依頼しております

し、直接学校にお邪魔して参加をお願いしようと思っています。市内の

何校かは行きますという返事をいただいておりますし、文化財課のほう

でも各学校から来場の返事をいただいております。市内だけでなく鹿足

郡の学校からも来るようなことを聞いております。まだ日にちはありま

すが、もう２学期の計画を立てる段階ですので、早めに電話連絡して、

こういう機会は二度とないかもしれないので参加していただきたいとい

うことをお願いしております。 

木原課長   具体の校数は手元に資料を用意しておりませんけども、昨年度の早い

段階から校長会等を通じて学校のほうにはご案内をしておりまして、今

教育長が言われましたような状況です。それが更に増えるようにこれか

らＰＲを重ねていきたいと思います。 

大畑推進監  文化財課と一緒になって、社会教育課の事業を活用して、子どもたち

が来たときにしっかり楽しめるワークシートを歴史文化研究センターの

中司さんに作ってもらっています。それを活用して、授業としてしっか

り効果のあるような形で昨年度から準備を進めているところです。バス

代についても準備して、使えるようにということでお願いをしていると

ころです。対応ができるように準備しております。 

中野委員   こういった歴史や文化の知識を更に深める取組ということで良いこと

だと思いますので、子どもたちにもしっかり何か感じてもらえればとい

うふうに思いますので、よろしくお願いします。 

柳井教育長  ほかにはよろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第３５号 地域自治組織に係る方針（案）について 

柳井教育長  続きまして、報第３５号、地域自治組織に係る方針（案）について説
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明をお願いいたします。 

大畑推進監  お手元のほうに、人口拡大課が作成した議会のほうに説明する資料を

お配りしております。この場で説明する意図としては、地区振興センタ

ーと中西・小野・安田等が保健福祉センターを兼ねておりますので、今

３つの種類の館があるということになっています。その所管が最終的に

自治組織に、現在での予定では、平成３１年度をもって公民館に一本化

するということに政策的に決定しているということです。こういう流れ

であるということを、まず、公民館は今後地域自治組織の基盤をなす、

人をしっかりつなげたり、活動づくりをしっかり支援したりということ

を、人を巻き込むところは公民館のほうでしっかりやっていくと、その

上に、自治組織のいろんな動きが生まれて、発展していくという形に今

後なっていくということです。議論の途中ではありますが、経過のとこ

ろで皆さんのほうにお示しさせていただきます。 

 地区振興センターと公民館長、７月２０日のところでの具体的な個別

の案が出ているということも併せて議会のほうにもお示しするというこ

とですので、お知り置きいただきたいと思っています。私が課長になっ

た時からこの議論をずっと一緒になってやってきていますが、かなり各

論が中心だったんですが、大体総論のところではおおむね多くの館長は

理解をしつつあるというところです。ただ、個別の運用について、特に

人の体制、それから今まで公民館・地区振興センターがかなり地域で事

務局的なことをやっていると、この整備についての各論でのご意見は

多々あるというのが現状です。 

 ただ、今年度は、社会教育課が全ての公民館を５つのブロックに分け

て、月に１回、２時間半の主事の研修をしながら、中身のこと、今後の

ことについてしっかりスキルアップのことを職員全員が出向いてやって

おりますので、そういう意味では、主事の機運はかなり上がってきつつ

あるのかなと思っています。あと１年半のところで公民館活動が一から

リスタートできるような形で、しっかりと中身のところを、特に関わっ

ておられる職員のスキルアップと意欲の向上をやろうというところで今

動いています。 

 まだこれは細かいところで決まっていないことがあるんですが、こう

いう大きな流れの中で、今後は公民館というのものが地域の人が集う拠

点になるんだという位置づけになるんだということで、ここがしっかり

機能しないと、自治組織は絵に描いた餅になったり、組織は出来たが活

動ができないということになるんじゃないかと捉えておりますので、う

ちの職員も一緒になって汗をかいているという状況ですので、ご報告を

させていただきます。 

柳井教育長  説明がありましたが、何かこの件についてご質問等ありますでしょう
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か。 

渡辺委員   私は公民館活動をもっと活発化してほしいというお願いをずっとして

きましたが、こういう状況になって、要は、公民館に学級開催経費が付

くのか付かないのかっていうところが心配でならないんですが、その辺

はどうなんでしょうか。 

大畑推進監  今、条例上では、公民館活動に係る経費は補助金を持って充てるとい

う一文だけでやっています。ですから、具体的な管理に関する経費は直

接うちの課がやっています。それから、地区振興センターのほうの運営

経費というものの補助金が、運営委員会に対して人口拡大課から出てい

ます。その他もろもろの自治会の事務局をやっていますし、要するに、

たくさんのいろんなお金をもってやっているということで、公民館のた

めだけの直接的なお金というよりも、上手にさばきながら使っておられ

るというのが現状です。そういう意味では、実はお金はそんなにないと

いうことはないという状態だと私は見ているところです。 

 ただ、問題は１点ありまして、学級のためのお金というものに関して

は、主に国などのお金でやっていますので、市単独の予算というのは非

常に厳しい状況にあるというところです。今後もいろんなそういう国や

県の支援を受けるような事業をしない限り、今の益田の財政状況上、こ

こだけにお金を付けるということは難しいだろうと思っています。ただ、

一括交付金という形で現在も１００万円が地域に出ていますので、それ

を今までやっていた行事で全部使うのか、それともみんなが集まって勉

強しようというときに使うのかというところをしっかり公民館が自治組

織の方たちと話しながら、そちらのほうにもお金を使っていくというこ

とをしていかないと、現実問題行政だけで潤沢なお金集めができない中

で、そういう知恵もいるんだろうと思っています。 

 今もやっていますブロック別の主事会の中でそういうこともしっかり

と協議をしているところですが、今出ているのは、たくさんの財布を上

手に使っているという現状をどういうふうに考えるかというところです

ので、なかなか潤沢なお金がないならば、いろんなお金をどう工夫しな

がら、学びであったりとか、そういうところに使うのかどうかという知

恵がいるのかなというふうに思っているところです。 

 今うちで考えているのは、補助金をもって充てるのはやめて、うちの

一般会計をちゃんと執行できるような形にするということを情報政策課

と話をしているところです。そこまでお金をかけずにできるということ

ですので、今年は間に合いませんでしたが、次年度以降に向けて、まず

は電気代や水道代から払ってみたらどうかというふうに提案をしている

ところです。 

渡辺委員   昔のことを言って申し訳ないんですが、私が教育委員会で社会教育を
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担当していた頃に、公民館に社会教育主事の資格を持った職員を配置し

ようということで、それぞれの３館に社会教育主事の資格を持った人を

配置してきた経過があるんです。今もその当時の人が２人残っておられ

ます。そうして勉強してきたことを生かしてもらうような形というのを

お願いしたいと思います。 

大畑推進監  旧美都町も公民館主事は全員社教主事の資格を持っておられます。匹

見町でも３人とるという形でやっておられましたので、とても大事なこ

とだろうと思っています。松江市では、社教主事の資格を取った方には

手当を付けるというところまでやっているような、先進的な取組をやっ

ておられます。 

 文科省の関係者と話をすると、社教主事の資格をちょっと中身を変え

て、より民間の方も取りやすいようにしていきたいというふうに改革を

今年度からスタートするそうです。そうすると、社教主事というのは教

育委員会が発令する職名なんですが、今後全国的に指定管理が増えて、

要するに発令できない事例が多いので、今検討されている案では、称号

として「社会教育士」という名前を付けることができるというところま

で考えていて、今の雇う関係で、職員でないと難しい研修を民間の方も

受け入れて、教育委員会から辞令を受けていなくても社会教育士として

いくらでも働けるような状況に今国のほうもシフトしてきているという

ところです。もう少し民間に関わる方に主事講習に出ていただけるよう

にと思っています。 

 今、試験的にうちの若手職員に、昨年度１月に衛星放送で見るやつを

浜田のほうで見られますので、それに 1 週間ほど行きました。後２週間

受けると取れるということで、そういう形でやったらどうかと思ってい

ます。公民館主事も２名ばかり自主的にそこに参加しているというとこ

ろですので、そういう形で公民館の主事も浜田の拠点を利用しながら社

会教育主事の受講をしてもらえたらいいなと思っているところです。そ

の次には資格手当という問題もありますが、そういうふうに徐々に意識

は高まってきているのかなと思っていますので、今後、どんどん広げて

いきたいと思います。 

渡辺委員   今のお話を聞きましたら、随分昔と比べて簡素化されたなと思います。

私たちは４０日もかけていましたから、そうしたことを考えれば、基礎

的な勉強をしていただけるということであれば、近くででもそうした機

会を与えて、１度ではできないかもしれませんが、それぞれの公民館で

きちんと学習した人を配置してほしいなと思います。 

 それからもう一点、今度は地域自治組織の話なんですが、ご存じなの

かどうかは分かりませんけど、これは地域の中で全員が参加する、ある

いは、準会員とかっていう名前も使っておられるようですが、これは入
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会申込みとかっていうものはなくて、きれいに上からそれを認めるとい

う形になっているんですか。 

大畑推進監  それぞれの地域で、それぞれの形があるかと思っています。人数が非

常に少ない２００人規模の地域と、この前立ち上がった豊川では９００

人の地域ですので、やっぱりそこでそれぞれ形が違ってくるんだろうと

思っています。 

 今まで最初に立ち上がった所からすると、網羅的な、全ての福祉から、

防災から、ひとづくりから、いろんなものを含めたような形で組織化し、

住民会を経て設立総会をし、定期総会をして、認証されたというのが最

初の形でした。先日立ち上がった豊川では、部会が２つしかないという

ことで、まずは子どもを中心に動いている所の部会を１つ、それから、

これから大きな課題である空き家をどうするか、改修してみんなで使え

るようにしようということの部会、これらが立ち上がって、今後、その

中から生まれた動きを更に役員会のほうで部会を作るか、広げるかとい

うふうにやりながら広げていこうということを、今回初めての試みだと

思いますが、いろんな形がありますので、徐々に巻き込んでいくという

形のほうになるんだろうと思っています。 

 地方自治法上は支援団体ですので、入るのも出るのも住民の意思によ

ってできるということになるんだろうと思いますので、法的に、地方自

治法上にのっとっていくと、本人の意思によって加入・脱退ができるこ

とになるのかなというふうに思っています。 

渡辺委員   自治会も任意加入というふうに法的にはなっておりますので、それを

一律に入れることができるのかなとかっていうふうに思いましたが、そ

ういうことなんですね。 

大畑推進監  理解をしていただきながら、なぜ必要なのかとか、一緒になって活動

することが楽しいとか、何かのときの助けになるだろうということであ

るとか、そういう楽しさであったりつながりの嬉しさが感じられるよう

に広げていかないと、大変だから一緒になりなさいではなかなか人とい

うのは動かないと思っています。 

 もう一点は、全ての方が活動するのではなく、知っているという層も

あったりとか、無関心の層があったりとか、特にこの動きはしないけど

知っているよという層をまずきちんと一定程度広げていかないと、その

方が次に楽しそうならちょっと行ってみようかという層にならないし、

そこのところが知っているけど反対だというのではなくて、知っていて

みんな頑張っているなという肯定的に受け止めるような情勢をすること

が大事じゃないかなというふうに思います。 

 海士町の事例を東大の大学院生が研究しているんですけど、海士町が

うまくいっているのは、頑張っている人たちを反対しない、行動はしな



 10 

いけど、知っているし、やっているんだなと、そういう決して反対しな

い層がいることによってあそこはうまくいっているんじゃないかと分析

していますので、サイレントマジョリティをもう少しきちんとマイナス

ではなく肯定的な層がまず一定程度いないとなかなか機運は盛り上がら

ないかなというふうに言っておられましたので、そういう周知という言

葉にあまり全員がということではなく、徐々にみんなを巻き込んでいけ

るということが、社会教育からすると地域づくりとしてもいいんじゃな

いかなと思っています。どんどん公民館がそういう巻き込みにしっかり

力になるようになったらいいなと思っています。 

舟橋委員   地域自治組織というものが立ち上がったりして、だんだんと私たちの

目もそういう方向へ動いているなという期待感と不安感もちょっとあり

ながらやっていかなきゃいけないんだなと、地域ベースではそんな感じ

でおります。この中で、地域マネージャーの期待する像、この自治組織

が雇用する職員ということですので、その立場とか、動きとか、どんな

ことを一番期待されて地域マネージャーが設定されているのかという辺

りをお聞きしたいと思います。 

大畑推進監  地域マネージャーは基本的に専任でいないと、嘱託ということで、１

名以上ということになっています。一番大事なことは、地域マネージャ

ーがスーパーマンではないですけど、ある程度きちんと保障した中で、

専従でできるということがまず第一だろうと思っています。 

 力量につきましては、これは未知なことでございまして、先進事例で

言うと、かなりいろんなキャリアを積んだ若い方たちが活躍しているの

が全国で言えるかなと思います。ただ、地域によっては、きちんと保障

するのであるならば、キャリアを積んだ地元に住んでいる有為な人材が

入るんじゃないだろうかと期待をしている感もございました。 

 何をするかということはそれぞれ自治組織が定めたまちづくりを実際

どうやって動くんだろうかというところでのコーディネート能力が、も

う一点は、きちんといろんな方が一緒になって考えるファシリテート能

力をしっかり発揮できるような方が最低限度のベースじゃないかなとい

うふうに考えているところです。 

舟橋委員   地域マネージャーのやり方一つで地域が発展する・しないの大きな差

が出てくると思うんですけども、その雇用に当たって、従来の地域とい

うのはあの人がいいからあの人に、そしてその人が次の人へ、というふ

うな形でつながれていっていたんですけど、今回若い方をということで

あれば、地域の方がどのような目的で、こういう方に来てもらいたいと

いうふうにより広く人材を要請するというか、応募という形が取れてい

けばいいなというふうなことを思っています。 

 あの人がいいからとか、このつながりで、とかっていうふうにはなら
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ないだろうと思うんですけども、地域を活性化する、あるいは人間関係

をより良くしていく、そういうふうな辺りもしっかりと踏まえながらや

っていっていただきたいと思います。この地域マネージャーという言葉

がどれだけもっと地域の人たちに伝わっていくのか、この方ならこうい

うことを相談しても大丈夫というのがより広く伝わっていくような働き

かけをしていただけたらいいかなと思います。そこら辺りをどのように

お考えでしょうか。 

大畑推進監  基本的に行政は周知で、いろいろホームページであったりチラシがあ

るんですが、それで人はやっぱり関心を持ちませんので、実際の活動づ

くりの中で人は知っていくんだと思っていますので、一緒になって活動

する、人をいかに巻き込んでいくかという動きの中で人がつながってい

くと、そういうことを丹念に進めていくことのほうが大事だろうと思っ

ています。そのためには、公民館でしっかり一緒になって支えていく、

ベースを作るということがないと、地域マネージャーとしてどんなに優

秀な方が来ても絵に描いた餅になるだろうと思います。 

 基盤をしっかり公民館活動の中でやりながら、その上に地域マネージ

ャーがいろんなものを更につなげていくような形がイメージするものじ

ゃないかなと思っています。採用につきましては、地区ごとというふう

に今は書いていますけども、公募を見据えてということは絶えずこちら

からは言っております。 

柳井教育長  ほかにはよろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○豊田公民館の盗難被害について 

柳井教育長  先にその他の情報提供にあります、豊田公民館の盗難事件についてご

報告させていただきますので、お願いいたします。 

大畑推進監  先に情報提供いたしますが、豊田公民館の盗難事件について口頭でご

報告します。議会でも説明をしたんですが、７月２８日の夜から２９日

の朝にかけて、西益田地区振興センター・豊田公民館で盗難が発生しま

した。裏の和室の窓を上手に割って、鍵を開けて入って、事務室の受付

の小さな窓も上手に割って、鍵を開けて侵入し、部屋を物色し、金庫も

開けて、いかだ流しの前日だったので、もろもろのものを地域に頼まれ

て置いておりましたので、それが取られたということで、合計すると大

体五十数万円くらいであったということです。 

 当日、私たちも出向きまして、警察と一緒に見させてもらって、すぐ

他の公民館にも連絡したところ、別の公民館でたまたま数日前からどう

も冷蔵庫に入っているものがなくなっているということがありまして、

地元の方がカメラを備え付けていて、その日に見たらちょうど映ってい
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たということで、それも併せて警察に連絡をしております。カメラを上

手に隠してはいるんですが、それからは映っていないということです。

取られたものも地域からもらったお菓子などで、金額的には市の実質的

な被害はありませんでした。こちらも上手に屋根を上って、２階から入

っていたということでしたので、両方とも公民館側には落ち度はなかっ

たところではあるんですが、そういうことがあったということです。 

 現在、全ての公民館長を集めて現状はどうなのかということを確認し

たんですが、現金は基本的に近くの金融機関に預けるというのが基本で

あるということで、どうしても明日すぐに必要というときには、若干の

お金についてはきちんと金庫に保管するということをもう一度職員全体

で確認してルールを決めて、必ず施錠を確認した状態で帰るようにしよ

うということを確認しました。ただ、地元に金融機関がない所もありま

すので、そこについては別の対応をしていこうというふうに人口拡大課

と話をしているところです。 

柳井教育長  これについて何かご質問等ありましたらお願いいたします。 

渡辺委員   私もいろんなところで役員をしているんですが、公民館は損害が発生

したときに、誰が補填することになるんですか。 

大畑推進監  いかだ流しは、いかだ流し実行委員会が行っているもので、元々は商

工会が始めたものですけども、大変になってきて自治会を巻き込んでや

っているということです。その中で、自治会の事務局をしている公民館

がかなりお世話をするようになってきたという経緯があります。これは

公民館として第一義的に直接主催とは言い難く、地元の活動を助けるた

めにお手伝いしていますので、ここについてはいかだ流し実行委員会か

ら出て、若干の交付金に係るところについては行政内で、損害賠償をす

る責任を負うのは犯人ですので、犯人が弁償できないまでの間の処理に

ついては行政内で協議をしようと思います。決して館長や職員たちが惑

うことのないようにというところで、協議をしているところです。 

柳井教育長  ほかにはよろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

柳井教育長  大変申し訳ございません。議会のほうが再開するということですので、

ここで退席させていただきます。この後につきましては、舟橋職務代理

のほうで進行をお願いいたします。 

 

【柳井教育長、藤井部長、大畑推進監及び藤井室長退席】 

 

○報第３６号 学校給食における食物アレルギー対応マニュアルの改訂について 

舟橋委員   それでは引き続いて審議していただきたいと思いますので、よろしく
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お願いいたします。それでは、報第３６号の学校給食における食物アレ

ルギー対応マニュアルの改訂について説明をお願いいたします。 

山本課長   お手元のほうに対応マニュアルをお配りしております。まず、１枚め

くっていただきますと、はじめにということでお示しをさせていただい

ております。この対応マニュアルにつきましては、学校給食を原因とす

る食物アレルギーの事故を防止して、児童生徒に安全安心な学校給食を

提供するということで、平成２７年３月にこのマニュアルを作成してお

ります。実際には、平成２８年度の２学期から食物アレルギー対応食と

いうことで、卵の除去食の提供を実施してきているところです。このた

び、除去食の提供から１年が経過したということもございますし、調理

業者の習熟度も向上したということで、次の段階として、代替食を来年

度から新たに提供していこうということでございます。そのために、よ

り安全な対応が可能となるようマニュアルを改訂しようということで、

アレルギー対応検討委員会というものがございますけども、そこでご議

論いただきまして、作成したところでございます。 

 まず、めくっていただいて、目次で示しておりますけども、大きく６

点ございます。１番として食物アレルギーの基礎知識ということで、次

のページになりますけども、食物アレルギーとはということで、（１）

から（４）まで４点お示しをさせていただいております。 

 次に２ページになりますけども、２番として学校給食におけるアレル

ギー対応ということですが、まずは連携体制づくりということで、下の

ほうにフローを示しております。望ましい連携体制として図を載せてお

りますが、「保護者・児童・生徒」を中心として、周りに「教育委員会」

「高津学校給食センター・美都学校給食共同調理場」「消防署」「学校」

「医療機関」とあります。こういった関係する機関が連携し、情報共有

を図りながら、安全安心な学校給食を提供していこうということでござ

います。次の３ページでは、（２）としてアレルギー対応実施基準、そ

れから（３）では対応品目ということでお示ししておりますが、対応品

目としては卵のみということで限定しております。次の４ページでは、

対応方法ということでレベル１からレベル４までをお示ししております。 

 ６ページでは、３番として食物アレルギー対応手続の流れということ

で、それぞれのレベルに応じてこういうスケジュールでやっていくとい

うことをお示ししております。 

 次は８ページですが、４番として調理場の役割ということで、９ペー

ジの上段まで述べておりますが、特に８ページの（３）調理作業中の管

理という所がございますけども、管理の徹底が非常に重要であるという

ふうに考えているところでございます。 

 ９ページでは、５番の学校の役割ということで、特に食物アレルギー
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を持つ児童生徒の情報をしっかり共有するということが非常に重要であ

るということでございます。万が一のときに備えて、全ての職員が理解

して、対応できる体制を日頃から意識しておく必要があるということを

述べております。 

 それから１０ページですが、６番として食物アレルギーの正しい認識

の必要性ということで、特に他の子どもの食事と異なるということから、

特別な食事という意味合いを原因とするいじめが起きたり、あるいは本

人が苦痛や負い目を感じたりということがあってはいけませんので、食

物アレルギーについての正しい研修等を通じて知識を身に付ける必要が

あるということで述べております。最後に１１ページ以降は、手続等の

様式を載せているところでございます。 

舟橋委員   今のことに関しまして、質問等ございましたらお願いいたします。 

渡辺委員   アレルギーじゃないけど好き嫌いがあって、納豆とか、トマトとか、

ピーマンとか、そうしたものを食べると嘔吐が付くというような子ども

がいたときはどうしているんですか。 

山本課長   後ほど１学期の給食の実施状況についてご報告させていただきますけ

れども、今おっしゃったような場合、例えば玉ねぎとか、ピーマンとか

が嫌いな子が結構おられるようで、栄養士等ができるだけ食べやすいよ

うに調理をしていただくようにして食べていただいているというふうに

聞いております。おっしゃるように好き嫌いが結構あるようで、その辺

は学校側と調理場が連携をとって、そういうお子さんでもちゃんとした

栄養が取れるように、調理方法を考えて調理をしているというふうに聞

いております。 

舟橋委員   学校の中でも嫌いなものも少しずつ量を増やして、頑張ったね、食べ

られたね、というふうな形で工夫して努力しておられるので、かなり改

善されていく場合もございます。本当にだめなときはよけて食べるとい

うこともあります。 

渡辺委員   そういう子どもたちがいるんだろうとは思いますが、アレルギーでは

ないけどこれは食べられないという調査っていうのはしているんですか。 

山本課長   調理場から学校を通じて保護者のほうに、お子さんはどういったもの

が食べられませんかというものを申請して出してもらっていますので、

どこの学校のどの子がどういう状況というのは全て把握しております。 

渡辺委員   楽しい給食が嫌いなものがあって食べられなかったとか、それを見る

だけで嘔吐が付くというような形になったときにはかわいそうですよね。

ですから、そういう人の対応というのは考えてやっていただけたらなと

思います。 

山本課長   委託先の調理員さん方も、できるだけそういったことがないように、

子どもさんにおいしく食べてほしいということで汗をかいておられます
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ので、その辺は連携しながら提供しているところです。 

中野委員   実は私も２年前に検討委員会のメンバーでありまして、当時マニュア

ル作りということで進めていたんですが、ここまで内容が充実している

ことに驚いています。レベル１からレベル４まで、スピーディーかつス

ムーズに進むように作られたものだというふうに理解をしましたので、

これが何かあったときには生かされるマニュアルであるように祈ってい

きたいなというふうに思います。 

 まだ出来て間もないところだと思いますので、またいろんな課題等も

出てくる可能性があるとは思いますけども、それに臨機応変に対応して

いただきながら、そういう体制づくりをしっかりとしていただけたらと

思います。保護者としてもこういう形のものがあるということが安心に

つながっているというふうに思います。 

舟橋委員   除去食から代替食まで、なかなかここまで進んでいる所というのはな

いと思うんですけども、先ほど言われたように調理業者の方々を中心に

習熟度がこんなに早く高まるという驚きも感じております。命に関わる

ことですので、しっかりと連携をとりながら進めていただければと思い

ます。ほかにはよろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第３７号 平成２９年度全国学力・学習状況調査結果について【非公開】 

舟橋委員   それでは報第３７号、平成２９年度全国学力・学習状況調査結果につ

いてですが、非公開とさせていただきます。よろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

○報第３８号 益田市立西南中学校の統合同意について 

舟橋委員   それでは報第３８号、益田市立西南中学校の統合同意について説明を

お願いいたします。 

田原室長   報第３８号の益田市立西南中学校の統合についてご報告をさせていた

だきます。お手元にお配りしております資料でございますが、１枚めく

っていただきまして、こちらのほうは本日の全員協議会で使用させてい

ただく資料ということで、それをこちらにも活用させていただいており

ます。こちらに従って説明をさせていただきたいと思います。 

 西南中学校の再編についてということなんですけども、項目を４つほ

ど設けております。項目１と項目２の前半部分につきましては、前回の

臨時教育委員会の際にご報告をさせていただいているところですので、

こちらについては割愛させてください。項目２の統合に係る同意の経緯

の後半部分の所ですけども、平成２９年８月２１日に二条地区連合自治

会長ほか２名の連名で、中西中学校へ統合することへの同意書の提出を
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受けました。別紙として付けておりますが、こちらのほうを連合自治会

長、二条地区明日の教育を考える会の会長、保護者委員会の委員長、こ

の３名の連名で市長のほうへ提出していただいたというところです。 

 内容につきましては、益田市立西南中学校を平成３０年３月３１日付

けで廃止し、４月１日から益田市立中西中学校へ統合することについて、

子どもたちのより良い教育環境を整えることを第一に考え、条件を付し

て同意する、ということになっております。詳しい条件につきましては、

別紙をご覧いただければと思います。 

 項目４の今後の対応といたしましては、同意書に示されている３つの

条件のほか、地区からの要望を後日提出される予定となっております。

その要望も含めまして、その回答につきましては、副市長を会長とする

庁内組織であります学校再編整備推進協議会におきまして、内容を調整

し、１２月中には覚書の締結を地区のほうと市のほうで行っていきたい

と考えております。今後他部署等との調整が必要となってまいりますけ

れども、その必要となるような要望につきましては、今のところ通学手

段や道路環境整備、西南中学校の跡地利用、地域振興策などが想定され

ておりますが、出て来次第協議して、覚書の締結に向けて取り組んでい

きたいと思っております。 

舟橋委員   西南中学校区の皆様方も大きな課題をしっかり乗り越えておられまし

たので、これからもしっかり受け止めて、実践していただけたらと思い

ます。これについて何かご質問等ございますか。よろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

第４ その他 

(1) 情報提供 

○学校給食の実施状況について 

舟橋委員   それでは続いて情報提供ということで、学校給食の実施状況について

説明をお願いいたします。 

山本課長   高津学校給食センターの給食実施状況について、１学期が終えたとい

うことで、その状況について報告をさせていただきたいと思います。ま

ず、資料の項目１でございます。実施日数及び提供食数ということでお

示ししておりますが、４月１０日に開始して、７月２０日まで、計６９

日間、延べ２５万３，３６９食の学校給食を提供いたしました。学校行

事等によりまして、最少食数と最多食数が違いがございますけれども、

最少で１，６１１食、最多で３，９１０食ということになっております。

また、受配校数は、４月現在でございますけれども、小学校が１２校、

中学校が１０校ということで、計２２校ということになっております。 

 項目２の視察等の受け入れ実績ということでございますけれども、昨
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年から新しい施設になったということで、多くの方から関心を持ってい

ただきまして、５月１５日から８月３日までの間に、６つの団体等の視

察あるいはそれに含めての試食を受け入れたところでございます。 

 次に項目３の受配校の状況ということでございますが献立小委員会等

での保護者や教職員の意見及び保護者や教職員を通じての児童生徒の意

見ということで、代表的なものについてお示ししております。（１）と

して児童生徒の様子、先ほど渡辺委員からもございましたが、「苦手な

ものでもいろいろな調理法で調理されているので、食べられる」という

ことで、なすとかピーマンとかをいろんな形で食べられるように調理し

て提供しているということで、児童生徒からもそういった声を聞いてい

るというところでございます。（２）の保護者・教職員の感想というこ

とで、５つほどお示しさせていただいております。  

 次に項目４でございますが、地産池消の取組ということで、４月から

７月までの間で益田産が４０．９９％ということになっております。 

 資料のほうは以上でございますが、今後の取組ということでございま

すが、先ほどもご説明しましたように、アレルギー対策ということで、

３０年度から代替食に踏み切っていこうということで、今、進めている

ところです。 

 それから、最後にもう１点お知らせしたいと思いますが、資料にはご

ざいませんけれども、先日豪雨がございまして、学校が全て臨時休校し

ております。そういった場合は、当然学校給食が休止になります。食材

は既に購入しておりますので、当日のキャンセルというのはほとんどで

きません。この負担というのは保護者に求めるわけにはいきませんので、

その辺りで非常に難しい状況になります。 

 このたびの状況についてお知らせしておきますと、まず、米が２５０

ｋｇ廃棄ということで、これは水に浸けておりますのでだめということ

で、これが金額にして８万円です。それから鶏肉が３，９０６切れ廃棄

しました。これが３３万７，０００円ということで、合計で４１万７，

０００円が無駄になったということでございます。野菜については１１

万２，０００円程度ございましたが、こういったことがあった場合には

できるだけ給食費に影響が行かないように、実は学校の教員の皆さんと

か市の職員に買っていただきまして、９万２，０００円のご協力をいた

だきました。差額の２万円につきましては、調理委託先のクッキングフ

ーズさんが弁当を作っておられますので、その食材として買っていただ

いたというような状況です。なんとか野菜の部分についてはどうにか補

っているというような状況でございます。 

 給食会でこの事務というのはやっておりますけれども、給食が年間で

２億１，０００万円くらいで回しているところですけども、非常に近年
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食材の値段も上がってきているということで、なかなか今の給食費のみ

で対応ができないというような状況が出てきております。今後給食費の

改定も視野に入れて見ていかないといけないということで、もちろんで

きるだけ安くて栄養価の高いものを入れていくというのを栄養士さんと

協力してやっておりますけれども、それでもそういう状況が出てくると

いうような状況が見受けられますので、その辺も検討していこうという

ところでございます。直近では平成１６年に改定をしておりますけれど

も、それから１３年ほどたったということです。 

 ちなみに県下の状況でございますけれども、小学校で見ますと、１９

市町村のうち低いほうから益田市は６番目に低いということです。中学

校のほうは９番目に低いというような状況でございます。いずれにして

も、あまり食材費を抑えることによって育ち盛りの子どもたちにちゃん

としたものが提供できないということになってはいけませんので、その

辺も含めて慎重に検討していこうということで動いているところです。 

 それともう一枚、吉野室長が議会対応に向かっておりますので代わり

にご報告させていただきますが、美都学校給食調理場の給食実施状況に

ついてということで、同じような作りで作っております。５番の今後に

向けてという所でございますが、美都調理場については地産池消の推進

に力を入れて進めているところでございます。併せて、バイキング給食

についても高津学校給食センターと検討をしていこうというところでご

ざいますけども、そういった取組もしたいということです。その他の所

は同じような内容となっておりますので、またご覧いただけたらと思い

ます。 

舟橋委員   今の件に関して何か質問等ございますか。 

中野委員   先ほど値上げのお話もありましたが、保護者としてはできる限り家庭

負担のないような形でご配慮いただければと思っています。ある程度市

のほうの補助金といいますか、予算もあるんだろうというふうに見受け

られますので、やっぱりこれからの子どもたちの発育段階を支えるには

そういった教育が必要だと思っていますので、なんとか最低限のところ

で進めていただければというふうに思います。 

舟橋委員   今の給食費については、いろんな関係機関と話し合いを重ねておられ

るんですよね。 

山本課長   基本的には現在の給食費ということが原則ですので、でも、そうは言

っても回っていかない状況をどうするのかということもありますので、

それも含めて検討していきたいと思います。 

中野委員   少し違ったお話になるかもしれないんですが、こうして学校給食とい

うことで毎日子どもたちがお世話になっているんですが、やはり残食量

等も気になるところでして、十分に食べきれないという実態がどうもあ
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るようです。その辺については、やはり資源は大切なものですので、な

んとか家庭のほうにも呼びかけをしていただきながら、残食量を減らす

ような取組というのも必要なのかなというふうに思っています。 

 それから、関連して、子どもたちが学校給食の中でこういったメニュ

ーが好きですとか、こういったメニューが苦手だとかっていうこともあ

るんだろうと思います。一つ提案的なことになるかと思うんですが、真

心こめて作っていただいている給食の中で子どもたちの好きなものリス

トというのがある程度頭の中に描かれているんだろうと思います。なの

で、各学校へ一度子どもたちの好きなメニューアンケートみたいなもの

を取られて、子どもたちの意見も取り入れながら給食の提供ができるよ

うな仕掛けをしてもらったりすると、子どもたちが自分が思っているこ

とが取り入れられたということで喜んでもらえるのではないかなという

ふうに思っていますので、難しいかもしれませんが、検討してもらえれ

ばうれしく思います。 

山本課長   今おっしゃったとおりでございまして、残食は結構ございます。トー

タルしたものを分析しながら、栄養士さんと献立をどうしようかという

ことを検討してきております。それから、今度１０月の献立表でお示し

しようと思っていますが、１０月に西南中学校の生徒さんたちが考えた

献立を１日提供しようということで考えております。そういった取組も

併せてやっていこうと思います。 

舟橋委員   各学校の子どもたちの希望を取り入れたメニューを作ったりしており

ますけれども、今おっしゃったようなアンケートなんかもできれば取り

入れていただいて、より子どもたちが食べやすい状況、喜んで食べられ

る状況というのを工夫していただければと思います。 

 残食のことですけども、好き嫌いの部分もあるんですが、学校での指

導もいただいたりとか、調理場ではこの学年にはこのくらいの量とかっ

ていうことをちゃんと計算されて出されていると思うんですが、できる

だけそれに近い形で子どもたちも頑張って食べようという意欲を沸かせ

るようなご指導をお願いしていただけたらと思います。 

水上委員   夏休み中は全面的に休むんですか。以前放課後児童クラブにお昼ご飯

を提供したりということがありましたよね。 

山本課長   今はやっておりません。前の調理場ではやっておりましたが。 

水上委員   今後もそういったことは一切考えていないんでしょうか。 

武内課長   以前は直営の調理場だったので、その間は調理員さんもある程度手が

空いているということで提供してきたということです。今はもう民間委

託をしていますので、そういったことはしていないということです。 

舟橋委員   ほかにはよろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 
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○学び舎ますだ夏休み特別プログラムの総括について 

舟橋委員   それでは続いて学び舎ますだ夏休み特別プログラムの総括についてお

願いいたします。 

城市参事   ８月７日から１０日まで、それから２１日から２４までの計８日間、

１コマを５０分として、１日に午前中に３コマ、午後に２コマの計５コ

マで実施をしてきました。内容としては、１日当たり１コマないし２コ

マの理科実験とかプログラミング学習というものを組み込んで、それ以

外は学習をするということで取り組んでまいりました。８日間の参加児

童生徒の合計は、正確な数はまだ出てないんですが、小学生が約２５０

名で１日当たり三十数名、中学生が約５０名で１日当たり６～７名の参

加がありまして、合計３００名を超える子どもたちが８日間にわたって

学び舎ますだで学んだということです。 

 今回は小学校１年生からに対象を広げたということで子どもの数が増

えたということもありますし、プログラミング学習とか理科実験という

ことも組み込んだので来てくださったという方もおられると思います。

それから、１日５コマということで、朝から夕方までということもあっ

て参加をしたという方もたくさんおられました。時間が長いということ

で、子どもたちにとっても保護者の方にとっても学習の場として有効で

あったということがよく分かりました。昨年度の夏休み期間の１日当た

りの子どもの参加は二十数名でしたので、倍近い参加であるということ

でした。 

 家庭学習習慣を醸成していこうというのが大きな狙いの一つなんです

が、この点については、小学校の高学年並びに中学生について言います

と、夏季休業中の課題を持参して、それに取り組むということで、狙い

の達成には非常に近づいたんじゃないかなと思っています。ただ、反面、

小学校１年生や２年生の低学年は、学習課題を持ってこない子が多くご

ざいまして、対応に非常に苦労したところです。ですが、小学校１年生

から中学校３年生までの子どもたちは、毎日楽しく学び舎に来て過ごし

てくれました。 

 それから、始めて間もない時には、小学校の中学年と低学年を一緒の

部屋で、高学年と中学生を一緒の部屋で、というふうにしていたんです

けども、残念ながら低学年と中学年が一緒になると大変で、とても学習

の場として適さないという状況がありましたので、すぐに中学年以上が

一つの部屋に、低学年だけが一つの部屋という形で行いました。ですの

で、中学年以上は学習の場として良い場になったんじゃないかなという

ことを思っています。 

 それから、先ほども言いましたが、１日５コマあるということで、低

学年の子にとっては非常に大変ですし、私たちも平日の仕事の合間とい
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うか、ほとんどこちらが仕事になってしまったんですが、ずっとかかり

きりで世話をしていましたので、１日５コマ、午前も午後もやるという

のは我々市教委だけではとても無理だということが大変よく分かりまし

た。今回はＮＰＯ法人の志塾さんに入っていただきましたので、このサ

ポートのおかげでなんとかできたという格好です。 

 ただ、こういったニーズが大変高いということが分かってきましたの

で、来年度以降は、より様々な場所、地域での推進がなんとかできない

かなということを総括する中で考えています。特に、今回会場が市民学

習センターということで、遠くの子は美都からバスで通ってくる子もい

ました。それから、親さんが朝晩送り迎えをしてということもあって、

中心部以外の所から来る子がたくさんいたんですが、そういった時間を

考えると、やはり地域地域での展開が必要じゃないかなということも考

えています。まだ模索しているところですので、公民館であるとか、あ

るいは学校であるとか、そういった所でできないかなというのをこれか

ら考えていきたいなと思います。 

 それから、スタッフのほうの問題も各地域それぞれ問題があるんじゃ

ないかと思っています。かつて公民館で実際に取り組まれたことがある

というふうに聞いていますが、残念ながら子どもたちの面倒を十分に見

ることができなくて、持続しなかったということがあります。ただ、今

年の夏に松江市が公民館でこういったことを始めたようで、報道でも出

ていましたけれども、大変成果が上がっているというような報道があり

ました。そういったことがサポートができる人材、地域のスタッフを確

保していくことが、そういったことを展開していく場合には非常に重要

になってくると思います。 

 それから、今回ＮＰＯの志塾さんに入っていただきましたけれども、

私塾さんのほうでは教育バウチャー制度、いわゆる引換券のようなもの

を無料で配ることで、その券を持っていけば民営の塾にも無料で行ける

とか、あるいはこういった公営のものにも来れるとか、そういうバウチ

ャー制度を模索したいということをおっしゃっておられました。国のほ

うにそういう事業があるようですので、志塾さんのほうでそういったも

のにも手を挙げて、なんとか益田でできないだろうかということを模索

しているということを言っておられますので、こちらのほうも一緒に志

塾さんと考えていきたいと思っています。ただ、実際に教育バウチャー

制度になったとしたら、志塾さんに限ってやるということはまた問題が

出てきますので、その際には広く公募をしたりとか、そういうことも考

えていきたいと思います。 

舟橋委員   今の件についてご意見等ございましたらお願いいたします。 

水上委員   私も午後からの時間でしたけども、小学生の部屋と中学生の部屋とを
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見せていただきました。私が行った時にはちょうど小学生はお散歩の時

間で、確かに集中力に無理があると思いますし、朝からお弁当を持って

きて一日ですので、気分転換を兼ねてお散歩に行っておられました。見

渡したところ、宿題をしているというよりも本を読んだりというような

感じで、一生懸命問題を解いているというような子どもさんは小学生の

所にはいませんでした。 

 中学校の部屋に来た時には、益田中の野球部の子たちが何人か来てお

られて、大人しい面々でしたけれども、宿題をなんとか集中力を切らさ

ずにやろうとしていました。そんな中で私が印象に残ったのは、後ろの

席に２人女の子がいたんです。その子たちは別々の学校で、本当に勉強

をしていて、こういう姿というのがやっぱり求められる姿なんじゃない

かなというのをすごく感じました。前のほうにいる野球部の子たちは多

少私語もあるんですが、その子たちは本当に熱心に勉強をしていて、そ

ういう子どもたちにとっては、ここの涼しい環境で、分からないときに

はそばにサポートしてくださる方がおられるという環境で勉強するとい

うのは良いことだなと思いました。 

 たまたまその中の一人の子は、よく見たら近所の子だったんです。そ

れで、その日にとても自分自身が勇気づけられたことがありまして、そ

の子が英語の課題をやっていて、単語の意味を調べたりとかは家ででき

るから、長文の読解の部分をここで、分からない所は一緒にやってもら

っているということで、私も一緒に読んでやったんです。私も久しぶり

にそういう問題を解いたんですけども、一緒にやったらやっぱり楽しい

んですよね。きっとこういう気持ちが一般の人たちをボランティアに巻

き込む気持ちなんだなというのを、いろんな場所で私も子どもたちと接

しているんですけども、はっとした瞬間で、元気になりました。勉強に

限らずなんですけども、地域の人をサポートする立場に回すときには、

経験談として話していってあげたらいいんじゃないかなと思いましたし、

すごく実感した瞬間でした。伺って良かったなと思いました。 

中野委員   私もプログラミング学習に少し興味関心がありましたので、時間を見

て参加しようとは思っていたんですが、仕事の状況がなかなか難しくて、

お邪魔をさせてもらうことができなかったんですが、いろんな幅広い学

年がいる室内で、プログラミング教育をされてどんな感触だったんでし

ょうか。先行した取組というように思いましたので、実際に見られて感

じられたことを教えてもらえたらと思います。 

城市参事   実は、小学校低学年と中学年以上では分けて実施しています。低学年

はビスケットという無料のアプリケーションを使ってプログラミング学

習を行いました。主には、お絵かきをして自分が描いた絵が動く、ある

いはその絵が何かを追いかけるとか、何かにぶつかると違うことが起き
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るとか、そういったものをやっていました。そのお絵かきもとても楽し

かったようですし、実際に自分が描いたものが動くというのが非常に子

どもたちの関心が高くて、大変喜んでやっていました。ですが、やはり

集中力の問題はありましたし、低学年の子の特徴として自分を見てほし

いというのがすごく強い時期ですので、なかなか大変ではありました。 

 それから、中学年以上の子たちはスクラッチというこれも無料のアプ

リケーションを使ってやりました。以前益田小学校の６年生を対象に、

ベネッセさんに来ていただいてプログラミング学習をやった時に使った

ものと同じものです。これは、言葉でプログラミングしたものをブロッ

クのように組み合わせて、例えば「ずっと何回も繰り返す」というコマ

ンドの中に「１０歩歩く」というコマンド入れるとずっと１０歩ずつ歩

き続けるんです。そういうふうにいろんなコマンドを組み合わせて、自

分が選んだ絵がいろんな動作をするということで、これも子どもたちは

大変喜んでやっていました。こちらのほうは、かなり自分のプログラミ

ング的な思考によって画面上にいろんなことが起きるという実感がかな

り持てたんじゃないかなと思います。ただ、残念なことに、機械の問題

なんですが、Ｗｉ－Ｆｉ環境が悪くて、同時につながる数が限定されて

いました。途中で何回も切断が切れてしまって、そちらのほうで大変な

ことがありました。それでも子どもたちは本当に喜んでいて、最後には

僕も思いもつかないようなものまで作っていて、大変興味深かったです。 

中野委員   感想をお聞かせいただきまして、プログラミング教育の中から発展性

といいますか、想像力が高まるような感じに受け止めましたので、今後、

学校教育のほうにもそういったものが生かされていくと思いますので、

期待をしたいなと思います。 

舟橋委員   今、既にやっている学校というのがあるんですか。 

城市参事   益田小学校で１回やっただけです。 

舟橋委員   今度の新学習指導要領ではそこが新たに追加されていますよね。 

城市参事   次年度から移行期間に入りますので、新学習指導要領では必ずやると

いうことになっているんですが、今のところは、極端に言えば６年間で

１時間でもいいというようなレベルなんだそうです。 

舟橋委員   私もわずかな時間でしたが行かせていただきました。子どもたちがプ

ログラミングって何かなと興味関心をすごく高く持ちながら来ていたな

と思いましたし、逆に言うと、分からないから行かないという思いを持

った子もいたかもなと思いました。ですから、ここへ来た子というのは

そういう学習に対する興味関心度が高くて、親も高くて、是非行ってら

っしゃいという形で申し込んだ可能性もあると思います。 

 ですが、その反面、交通機関のこととか、バスが使いにくい場所だっ

たとか、そういう理由で行けない子もいるわけで、そういうことを思っ
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たときに、先ほどおっしゃったように、公民館なり集会所なり、各地区

でできることを、学校教育課だけでなくて、社会教育課も含めて、何か

良い案を出していただいて、人を集めてそういうふうなことがセッティ

ングできるような呼びかけをしていただくとより良いかなと思います。 

 さらに、そういうふうな場ができるならば、この地区でプログラミン

グ学習をしたいとか、そういうことも大いに取り入れながら、地域での

学習体制というか、子どもたちへの学習に対する対応ができたらいいな

というふうなことを感じながら参加させていただきました。 

 本当に子どもたちはたくさん来ていて、一生懸命楽しんでおりました

が、ちょっとお互いの関係性はあまり見えなかったので、そこら辺は地

域だったらできるかなというふうなことも思いました。長期間でしたの

で、よくされたなと思いました。お疲れ様でした。 

水上委員   高津なんかはボランティアハウスで宿題応援をするんですよ。やっぱ

りいろんな所と情報交換をしながら、子どもたちが迷ったり、変な気を

遣ったりじゃなくて行けるような環境、それから、特に、市内はまだ塾

へ行こうと思ったら行けるという環境が整っていますけども、交通の便

が悪い所とかは中学生になって、例えば、もっと学習をしたいというと

きに、環境が整ってないことが多いので、来年以降、もしそういうこと

をされるのであれば、しないというよりも周辺部から力を入れていって

いただきたいなと思います。 

舟橋委員   ほかにはよろしいでしょうか。 

教育委員   ＝全員了承＝ 

 

【休憩後、非公開案件について協議】 

 

舟橋委員   次回の日程を決めたいと思います。次回は９月２５日の１０時から定

例教育委員会を開催いたします。よろしくお願いいたします。それでは

以上で定例教育委員会を終了いたします。ありがとうございました。 

       終了時間 １６時４０分 


